
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
東海、東南海地震や内陸直下型地震等が発生した場合に、被害がどのように推移し、それ

に対して
現状でどのような対処ができるかを時系列で調査する。

４ 施策の効果
①県民のイメージ想起のための資料
県民が防災関係機関の対応を含めた災害のイメージを持つことができ、具体的な防災対

策を行う
ことができる。
②県、市町村の地震防災体制上の課題の設定
県、市町村が防災上の課題を認識し、対策目標の設定に役立てる。
③防災訓練の前提資料
防災訓練（特にロールプレイング型）の基礎資料として使用する。
④迅速な初動対応の参考資料
地震発生直後の情報の空白期に迅速な対応を取るための参考資料とする。

５ 要求の内容
被害対応シナリオの作成 ４０，２１５千円
作業内容･･･地震による被害の発生態様、必要となる対策及びそれらに対する現在の対

応力を調査
し、災害時に起こりうる状況を時系列で整理する。
（例）対応可能医師数の予測、輸送機能障害の予測
災害対策の需要と供給可能量を比較検討し、弱点を洗い出すことにより今後

の防災対策
の方向性を明らかにする。

想定地震･･･①東海地震､②東海＋東南海地震､③阿寺断層､④跡津川断層､⑤関ヶ原－
養老断層系
ｼﾅﾘｵ作成項目･･･①直接（人的）被害、②災害対策本部、③救助医療・消火、④輸送交

通、
⑤ライフライン・生活物資供給、⑥避難住機能、⑦保健衛生環境、
⑧経済復興・生活支援、⑨災害弱者、⑩ボランティア

６ 決定内容
決定額 ２０，０００千円

所 属 地域県民部危機管理室

担当(係)名 地震担当 内 線 ２７４３

（款）２総務費 （項）６防災費 （目）（１）防災総務費

（明細書事業名)○防災運営費
東海地震等被害対応シナリオ作成事業

４０，２１５

２０，０００

（前年度 ０）

【財源内訳】 一般財源
20,000



１４年度実施の東海地震被害想定調査結果を受け、災害対応能力を高めるためのシナリ
オを速やか
に作成し公表することとし、要求の趣旨に沿って必要最小限の経費を予算計上することとし

た。


